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YBa2Cu3O7 (Tc = 92 K)で代表される RE-123系は，Tl系や

Hg 系と比べると Oapと CuO2面の Cu2 との距離が短く，Tc

が低い（図 1）．我々は, RE-123 の Tcが低いのは Ochainが存

在するため Oapが Cu2 から離れることを妨げられているか

らだと考え, Ochainを除去した RE-123 (REBa2Cu3O6)に着目し

た. 実際 Ochainの除去により Cu2-Oap間距離が増加すること

が報告されている[1,2]. Ochain はホールキャリアの供給源で

あるが, Ochain の除去により足りなくなったホールキャリア

は, RE
3+を Ca

2+で部分置換することにより補うことができ

る．我々は, 前回 RE1-xCaxBa2Cu3O6+δ (RE = Nd, Gd, Y, Er)にお

いて, RE のイオン半径が小さくなるにつれ Tcが上昇し, 最

高の Tcは RE = Erにおいて 83 Kであることを報告した[3]. 

今回我々は , よりイオン半径の小さい Yb を用いて

Yb1-xCaxBa2Cu3O6+δを合成し, RE-123系においてより高い Tc

の系超伝導化を試みた. 

Yb1-xCaxBa2Cu3O6+δは，まず Yb1-xCaxBa2Cu3O7-δを固相反応

法により空気中で作製し，その後 800°C で 2日間 Arアニー

ルを行なって得た．図 1に x = 0.5の粉末 X 線回折像を示す. 

RE ≠Yb のときに比べ BaCuO2 の生成が顕著に現れている

ことが分かった. 図 2に, x = 0.5の RE0.5Ca0.5Ba2Cu3O6+δの直

流磁化率の結果を示す．前回の報告では, RE サイトのイオ

ン半径が小さくなるにつれ Tcの上昇が見られたが, Yb はこ

のような傾向からはずれ, 大幅に低い Tc を示すことが分か

った. Yb-123 における Ca の固溶限界が RE-123 (RE ≠Yb)

のそれより低いためホールが不足しているためだと考えら

れる．講演では, x < 0.5の場合についても述べる.  
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図 2. RE0.5Ca0.5Ba2Cu3O6+δ (RE= Nd, Gd, Y, Er, 

Yb)の粉末 X 線回折像. 

図 3. RE0.5Ca0.5Ba2Cu3O6+δ(RE= Nd, 

Gd, Y, Er, Yb)の直流磁化率の 

温度依存性. 

図 1. RE-123の結晶構造. 
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